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町田市下水道ビジョン策定懇談会 



第１ 下水道ビジョン策定に関する結果報告 

2010 年 11 月の懇談会発足以来、計７回にわたって様々な視点から下

水道ビジョン案について意見を述べてきた。 

去る 10 月 21 日に行われた懇談会で示された「下水道ビジョン（案）」

は、多少の文言の修正は必要だが、概ね妥当であるとの結論に至った。 

下水道ビジョンがまとまることで、今後の下水道事業の進むべき方向性に

ついて、一定の道筋ができたと考えている。 

下水道を取り巻く環境が大きく変わる中、今後、多様な市民サービスに応

えながら下水道事業を進めるにあたっては、特に下記の個別意見を重視して、

基本理念である「次世代につなげる良好な水環境を目指して」もらいたい。  

 

第２ 個別意見 

１ 下水道機能の安定的な確保について 

下水道事業スタートから４０年以上が経過し、整備の時代から維持管理

にも注力しなければならない時代へと移り変わりつつある。 

また、東日本大震災では首都圏でも下水道施設に被害が発生し、下水道

が使えず市民生活に大きな影響を与えていた。 

下水道は生活に欠かすことのできない重要な都市基盤であることから、

その機能を安定的に確保できるよう事業を進めてもらいたい。 
 

２ 市民とのパートナーシップについて 

下水道ビジョンの基本理念を達成するためには、行政の努力だけでなく、

市民の協力が不可欠である。 

下水道整備が進んだ結果、市民の下水道への関心が徐々に低くなってき

ているが、顧客である市民に積極的に下水道事業をＰＲし、事業の理解を

深め、協力が得られるよう心がけてもらいたい。 
 

３ 健全な下水道経営の達成について 

下水道事業を取り巻く環境の変化を的確に捉え、着実に事業を推進しな

がら、市民に大きな負担を与えずに安定的に下水道サービスを供給してい

くことが必要である。 

そのためには、緊急性や効率性を充分に配慮して事業を実施し、次世代

に引き継げる健全な下水道経営を達成してもらいたい。 
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第３ 懇談会の検討経過 

○第１回 2010年11月17日（水） 
 

○第２回 2011年 １月19日（水） 
 

○第３回 2011年 ２月17日（木） 
 

○第４回 2011年 ３月22日（火） 
 

○第５回 2011年 ４月28日（木） 
 

○第６回 2011年 ７月14日（木） 
 

○第７回 2011年10月21日（金） 
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